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プレキャスト桟橋工法の建設時における CO2 排出量の比較検討

Comparative Study of CO2 Emissions for Precast Port Pier Construction Methods

池野 勝哉 1), 中村 菫 2), 川端 雄一郎 2), 金枝 俊輔 3), 岩波 光保 4)

Katsuya Ikeno 1), Sumire Nakamura 2), Yuichiro Kawabata 2), Shunsuke Kanaeda 3) and Mitsuyasu Iwanami 4)

　プレキャスト（PCa）桟橋工法は、不安定な海上作業を極
力、陸上作業に置き換えることで、工期短縮や生産性の向
上が図れるため、今後、更なる適用拡大が予測される。一方、
世界的に脱炭素化に向けた動きが活発化する中、我が国の
港湾分野においても建設時における低炭素化の重要性が
高まっており、施工者自らの直接排出のみならず、間接排出
を含むサプライチェーン全体のCO2排出量を把握すること
が求められている。そこで本研究では、桟橋工事の低炭素
化に向けた基礎的検討として、PCa桟橋工法の建設時にお
けるCO2排出量を比較検討した。その結果、PCa桟橋工法
の低炭素化には、工程短縮や生産性向上のみならず、鋼管
杭や鉄筋等の鋼材の資材数量を削減できる工場PCaが優
位な工法であることを確認した。

図 -8　CO2 排出量の推計結果（抜粋）

表 -1　従来工法と PCa 桟橋工法（抜粋）
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カルシア改質土施工時の CO2 排出量の試算と低減方法の検討

Estimate of CO2 Emissions During Construction of Steel Slag-dredged Soil Mixture 
and Examination of Reduction Method

田中 裕一 1), 浜谷 信介 1), 野中 宗一郎 1), 中川 雅夫 2)

Yuichi Tanaka 1), Shinsuke Hamatani 1), Souichirou Nonaka 1) and Masao Nakagawa 2)

　カルシア改質土は、浚渫土とカルシア改質材を混合した
材料であり、干潟・浅場の造成材、埋立材、深掘跡の埋戻
材、護岸の裏込材等として広く使用されている。また、カル
シア改質材は鉄製造過程の副産物のため、セメント固化処
理土と比較してカルシア改質土のCO2排出量は小さい特徴
がある。一方で、カーボンニュートラル社会を目指す上で、カ
ルシア改質土の施工時のCO2排出量を低減することも重要
となる。
　そこで、カルシア改質土の施工条件を想定し、CO2排出量
を試算した結果、カルシアバケットの使用によりバックホウ
混合時のCO2排出量は40％程度抑制された。また、カルシ
ア落下混合船を使用しカルシア改質土をトレミー投入するこ
とより、施工時全体のCO2排出量をバックホウ混合-グラブ
投入と比較して30％以上CO2排出量を削減することが可能
であった。

写真 -3　カルシア落下混合船

写真 -2　カルシアバケットの使用状況

図 -5　CO2 排出量と稼働日数（20vol％混合）

表 -2　標準バケットとカルシアバケットの比較
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